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社会科学習指導案
平成２８年１１月１０日（木） 第５校時 ６年○組教室 指導者 茂木 伸浩

１ 単元名 アジア・太平洋に広がる戦争

２ 考察

(1) 教材観

①学習内容：学習指導要領上の位置付け

（１）ケ 日華事変、我が国にかかわる第二次世界大戦、日本国憲法の制定、オリンピックの開催などに

ついて調べ、戦後我が国は民主的な国家として出発し、国民生活が向上し国際社会の中で重要な

役割を果たしてきたことが分かること。

②伸ばしたい（身に付けさせたい）資質・能力

・１５年にわたる戦争の原因・経緯・結果や、戦時中の生活の様子に対する関心

・１５年にわたる戦争の原因・経緯・結果や戦時中の人々のくらしについて学習してきたことや意見交

流をもとに、１５年にわたる戦争の意味について広い視野から判断し、根拠や理由を明確にして表現

する力

・１５年にわたる戦争について必要な資料を選択し、情報を読み取ったりまとめたりする技能

・１５年にわたる戦争の原因・経緯・結果や戦争中の人々のくらし、戦争により多くの犠牲が払われた

ことについての知識

③そのために必要な指導・学習活動

・児童にとって１５年にわたる戦争がより身近な社会的事象となるよう、群馬県や東毛地区などの戦争

中の写真やグラフ等の資料を読み取ったり、戦争体験者の話を聞いたりする活動を取り入れる。

・１５年にわたる戦争の意味を広い視野から判断できるよう、調べたことや分かったことを根拠とした

、 。自分の考えを少人数や全体の場で交流したり それをもとに考えを再構成したりする活動を設定する

・児童が意欲的に調べることができるように、１５年にわたる戦争を３つの観点に分け、それぞれを調

べた児童が集まって教え合う活動を取り入れる。また、移動式本棚を活用して、教科書や手持ちの資

料集だけでなく図書資料や複数の資料集などから必要な情報を収集したり読み取ったりできるように

する。

・１５年にわたる戦争の原因・経過・結果や、戦時中の人々のくらし、戦争によって多くの犠牲が払わ

れたことについて十分に知識が定着できるよう、調べたことを互いに教え合い、情報を資料を中心と

した年表にまとめる活動を取り入れる。

④今後の学習への活用

次単元「新しい日本へのあゆみ」の学習において、戦後、日本がどのような国づくりを目指していった

のかを考える際に、本単元の学習内容（戦争を経験し、大きな被害を与えたり受けたりしたこと）を生か

していく。

(2) 本単元にかかわる児童の実態

①既習の学習内容

単元「天下統一と江戸幕府」において、単元を貫く学習課題を「３人の武将の中で、天下を統一し平和

な世の中をつくることに一番貢献した人物は誰だろう 」と設定し以下のように学習を行った。まず、課。

題に対する自分の考えをもつために３人の武将について調べ、一人一人が自分の考えをもった。次に、同

じ考えの児童同士でその人物を選んだ理由を伝え合い、自分一人では見つからなかった根拠などを共有し

た。そして、考えの異なる児童同士で構成する小グループと全体の場とで交流を行い、それらをもとにし

て考えを再構成した。一人一人が根拠を明らかにして交流し、さまざまな考えに触れた後に再構成を行っ

たことで、児童はより広い視野から考えを広げたり深めたりすることができた。

②児童の実態（略）

３ 研究とのかかわり

研究テーマ「確かな学力」を身に付けた児童の育成

～指導体制の工夫と「考え、表現させる授業」の改善・充実を通して～

既習事項の活用の工夫については、今までの調べ学習で培った資料の読み取り等の技能を生かして課題

についての調べ学習を行う。追究したことをもとに自分の考えをもつために、異なる観点を調べてきた児
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童同士で資料を中心とした年表を作成し、１５年にわたる戦争を協働して大観する。また、年表に使用し

た資料から３点程度資料を選択し、それらを根拠にして自分の考えをもたせるようにする。そうすること

によって、根拠をもとに自分の考えをもたせていく。

考えを広げたり深めたりする工夫については、自分の考えをもった児童たちが、他の児童の交流シート

を見て「詳しく聞きたい 」と思う人のところへ行って、それぞれの考えを話したり聞いたりする活動を。

行う。この活動を設定することで児童は主体的な交流をすることができ、また交流の後に考えを再構成す

る場面を設けることで、共感できた他の児童の考えを自分の考えに取り入れることができるようにする。

以上の活動から、児童が１５年にわたる戦争の意味についてより広い視野から考え、表現できるようにす

る。

４ 単元の目標

１５年にわたる戦争について関心をもって調べ、調べた事をもとにもった自分の考えを交流することで

広い視野から１５年にわたる戦争の意味を捉えることができるようにする。

５ 評価規準及び指導の計画概要

評 関心・意欲・態度 １５年にわたる戦争の経過や戦争中の生活の様子などについて関心をも
ち、意欲的に課題を追究したり自分の考えを述べたりしている。

価
思考・判断・表現 １５年にわたる戦争について調べてきたことをもとに戦争に対する自分の

規 考えをもち、根拠を明らかにして自分の考えを説明している。

準 技能 １５年にわたる戦争の経緯や戦時中の生活の様子について、資料から正
確に読み取り、整理してまとめている。

知識・理解 １５年にわたる戦争の背景や経緯、日本や近隣諸国の人々のくらしに大
きな変化を与えたことについて理解している。

伸ばしたい資質・能力
時間 主な内容 主な学習活動 主な支援・留意点

知識・技能 思考力・表現
等 力等

、 、第１時 戦争体験者 ・１５年にわた ・写真資料を見たり身近 ・写真資料は 日中戦争や太平洋戦争
の話や資料 る戦争について な地域の戦争体験談を聞 人々のくらしの様子が分かる資料を提
から１５年 の関心。 いたりして、１５年にわ 示する。
にわたる戦 たる戦争について関心を ・戦争体験者の話は本や「 アーカNHK
争について もつ。 イブス」などから引用し、本市や近辺
関 心 を も ・疑問や知りたいことを の地域の内容を紹介する。
ち、学習課 全体で話し合い、単元を ・児童にとって刺激の強すぎる表現や
題を設定す 貫く学習課題や調べる際 描写がないよう配慮する。
る。 の観点を設定する。 ・年表の年数に着目させ、戦争が１５

年にもわたったことに気づけるように
する。

、 、 、第２時 課題解決の ・課題解決のた ・課題を解決するために ・話し合いの際は 調べ方とまとめ方
ための見通 めの見通しをも 何をどのように調べれば 交流の仕方について話し合うようにす
しをもつ。 つ力。 よいか話し合い、追究の る。

見通しをもつ。 ・年表中の 満州事変 日中戦争 太「 」「 」「
」 、・それぞれの観点につい 平洋戦争 などの語句に着目させたり

ての疑問や予想などをも 戦争中の生活の様子を考えさせたりし
とに 小課題を設定する て観点を設定する。、 。

・使用する資料は、教科書、資料集、
移動本棚や家から持参した図書資料、
教師が配布した資料とする。

単元を貫く学習課題

１５年にわたる戦争がどんな戦争だったか調べ、この戦争から学んだことを伝え合おう。
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第３時 相手に分か ・教科書や資料 ・自分が調べたい観点を ・後日教え合いがしやすいように、観
～ りやすく教 集、図書資料な 選択し、追究を行う。 点ごとに１０名程度になるよう人数を

第５時 えられるよ どから必要な情 調整する。
うに、自分 報を収集・選択 ・児童同士で相談したり資料を共有し
が担当する し まとめる力 たりできるように、同じ班の児童がま、 。
観点につい とまって座るよう場の設定をする。
て様々な資 ・教科書や資料集などの資料に該当す
料から調べ る「小課題」の番号を記入するよう促
る。 し、資料に着目しながら調べていける

ようにする。
・ アメリカとの戦力差」や「戦争中の「
情報統制」など、読み取らせたい資料
は教師が配布したり声かけをしたりす
る。
・調べていく中で特に重要だと思う資
料を数枚選択させ、それらの中心にし

。てまとめたり教えたりするよう伝える
・小課題に沿って、根拠にもとづいて
調べられるよう机間指導していく。

、第６時 同じ班の児 ・調べたことを ・次時で誰もが同じ情報 ・各班で半数程度に分かれて交流をし
童同士で交 相手に分かりや を伝えられるよう、調べ その後１０人全員で確認し合えるよう
流し、次時 すく伝えられる たことを交流し、情報を 場を設定する。
の準備をす ようまとめる力 補完し合ったり教える練 ・根拠となる資料を提示して教えられ。
る。 習をしたりする。 るよう、発表の準備するよう促す。

・次時で教え合う際の２
人組を組み、打ち合わせ
を行う。

第７時 調べたこと ・調べたことを ・Ａ～Ｃ班から２名程度 ・根拠となる資料を提示して説明を加

を教え合っ 相手に分かりや ずつ集まり、計６人で調 えながら、相手に分かりやすく教える

て年表に整 すく教える力。 べてきたことを教え合う よう伝える。。

理し、１５ ・調べたことの ・１５年にわたる戦争の ・１５年にわたる戦争を大観できるよ

年にわたる 中から大切な資 原因や過程、結果につい うに、グループごとに模造紙を配布し

戦争を大観 料を選択する力 て情報を関連付けたり総 て「資料を中心とした年表」を作成す。

する。 ・調べたことを 合したりできるよう、資 る活動を設定する。
教え合い、友達 料を模造紙に貼ったり解 ・年表に表す「資料」とは、自分が調
と協力してそれ 説を加えたりしながらグ べたことを相手に教える上で重要な写
ぞれの関連を考 ループで協力して年表を 真やグラフのことで、教科書や資料集
え、総合させて 作成する。 などから児童が選択したものを教師が
いく力。 ・資料の補足説明や関連 コピーをして渡すようにする。

などを端的に記入してい ・年表には写真やグラフなどの資料を
く。 中心にして作成するよう促し、補足と

、・時間軸、空間軸を意識 なる説明を短い言葉で記入することで
して整理していく。 資料を中心にした年表となるようにす

る。
・グループで年表を作成することで、
児童同士が意見を出し合いながらそれ
ぞれの事象の関連に気付き、大観でき
るようにする。
・第二次世界大戦と太平洋戦争を混同
してしまったり、時間軸や空間軸の整

＜調べる観点＞（丸数字は 「小課題 ）、 」

、 。Ａ班 満州事変・日中戦争「 」…①満州事変はなぜ起きて それによってどうなったか

②なぜ中国と長い間戦争をすることになったのか。

③日中戦争はなぜ始まったのか。

④日中戦争はいつ終わったのか。

…①太平洋戦争はどのように始まったのか。Ｂ班「太平洋戦争」

②アジアや太平洋の国々とどのような戦いをしたのか。

③沖縄ではどのような戦いがあったのか。

④空襲や原爆ではどのような被害があったのか。

⑤太平洋戦争はどのように終わったのか。

」…①子どもや学生はどんな生活をしていたのか。Ｃ班「戦争中のくらし

②女性はどんな生活をしていたのか。

③食べものや生活用品はどうやって手に入れていたのか。

④戦争の情報は国民にどう伝わっていたか。

＜課題解決の見通し＞

①調べることについて

ⅰ何を調べるか（観点）

ⅱ調べる内容（小課題）

（ 、 ）ⅲ調べ方 観点ごとに分担して調べ 教え合う

ⅳまとめかた（年表）

②学んだことを伝え合うことについて

ⅰ友達と自由に考えを交流する

ⅱ交流した後に自分の考えをもう一度もつ
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理がうまくいかなかったりするなど年
表の作成がすすまないグループには、
資料集にある２つの年表を参考にして
作成するよう促す。

第８時 大観したこ ・前時にまとめ ・年表に整理した資料を ・どんなことを学んだか、特にその根
とで感じた た年表中の資料 もとに、課題に対する自 拠となる資料を３点程度に絞らせるこ
ことや思っ などから、自分 分の考えをもつ。 とで、複数の資料を吟味したり自分の

。たことを資 の考えの根拠と ・１５年にわたる戦争を 考えを焦点化したりできるようにする
料を使って なる資料を選択 学習して学んだことを、 ・自分の考えをまとめることができな
説明する準 する力。 根拠となる写真やグラフ い児童には、使用した資料から印象に
備をする。 ・資料を精選し など資料３点程度を使っ 残ったものを３点程度選択させ、それ

て自分の考えを てまとめる。 らの資料からこの戦争に対して思った
焦点化する力。 ことや感じたことを書いていくよう促
・資料をもとに す。
自分の考えをも ・次時で交流する際、根拠を明らかに
つ力。 して分かりやすく自分の考えを伝えら

れるように、相手意識をもたせたり、
考えの根拠となる資料を整理してノー

。トにまとめたりさせておくようにする
第９時 課題に対す ・自分の考えと ・ 交流シート」をもとに ・自分の考えを伝える際、根拠をもと「
本時 る考えを交 他者の考えを総 考えを交流したい児童と に詳しく説明したり質問に答えられた（ ）

流し、再構 合して、より広 交流し、自分の考えを広 りできるよう、ノートや必要な資料を
成する。 い視野から１５ げる。 持って交流する。
単元の振り 年にわたる戦争 ・交流の後、改めて課題 ・さまざまな考えに触れられるよう、
返りをし、 の意味を考え、 に対する自分の考えをま できるだけ自分の考えとは異なりそう

学習のまと まとめる力。 とめる。 な人を見つけて交流するよう促す。
めをする。 ・質問に対して ・メモ用のワークシートを配布し、相

手元にある資料 手の考えを聞いたメモやまとめを書け
をから必要なも るようにする。

のを選択して説
明する力。

６ 指導方針

○習得した知識・技能を活用して課題解決できるようにするために

＜既習事項の活用の工夫＞

・調べ学習の際に前単元までの学習方法を想起する場を設け、今までの学習で培ってきた技能を生かし

て資料を収集・選択し、図表などから必要な情報を読み取ることができるようにする。

・自分の考えをもつ際に根拠となる資料を明示させることで、調べてきたことをもとに自分の考えがも

てるようにする。

・グループごとに「資料を中心とした年表」を作成する活動を取り入れることで、１５年にわたる戦争

の原因や過程、結果について情報を関連付けたり総合したりできるようにする。

・考えの根拠となる資料を３点程度に精選する場面を設定することで、課題に対する自分の考えを焦点

化できるようにする。

＜考えを広げたり深めたりする工夫＞

単元のまとめの場面で、１５年にわたる戦争の意味についてより広い視野から考えを再考する活動を、

以下のように行う。

・自分の考えを視覚的に分かりやすく示した「交流シート」を持って自由に交流することで、主体的な

交流ができるようにする。

・自分の考えとは異なりそうな人を見つけて交流するよう促すことで、多様な考えに触れられるように

する。

・考えを交流する際は、原稿の読み合いにならないように発表原稿は用意させず、交流シートに示した

キーワードと３点程度の資料のみを使って考えを伝えさせるようにする。

・考えを再構成する際に友達の考えを生かせるように、意見交流の際はメモをとるよう伝え、それを参

考にして自分の考えを再構成して記述できるようにする。

○課題に対して主体的に調べていくために

・戦争体験者の話を聞いたことがある児童が少なかったため、本市の戦争体験を記した図書資料から資料

を選択したり、戦争体験者の話を聞く活動を取り入れたりする。

・１５年にわたる戦争を「日中戦争 「太平洋戦争 「戦争中のくらし」の３つの観点に分け、それぞ」、 」、

れを分担して調べ、教え合う活動を取り入れる。

・関連する図書資料などを移動本棚に配置しておき、教科書や資料集以外からも調べられるようにする。

○情報を正確に読み取らせ知識を定着させるために
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・観点ごとに「小課題」を設定し、必要な情報を調べていけるようにする。

・適切に資料や語句などを調べることができているか、机間指導する。

７ ＣＲＴとの関連（略）

８ 本時の学習（９／９）
( ) ねらい １５年にわたる戦争から学んだことを友達と主体的に交流する活動を通して、より広い視野1

から１５年にわたる戦争の意味について考えをもつことができる。
( ) 人権教育の視点2
【知性】戦争は多くの犠牲をうむもので、最大の人権侵害であることに気付けるようにする。
【判断力】根拠を明確にして自分の考えを記述したり発表したりできるようにする。

( ) 準 備 交流シート、ワークシート、教科書、ノート、資料集、図書資料、探検バッグ3
( ) 展 開4

学習活動 時間 指導上の留意点及び支援・評価
予想される児童の反応 ◎努力を要する児童への支援

○力を高めたい児童への支援 ◇評価

＜学習課題の把握＞ ３ ・前時までに、単元を貫く課題「１５年にわたる戦争が
１ 本時の課題を把握する。 分 どんな戦争だったか調べ、この戦争から学んだことを
○前時までの学習を振り返り、本時 伝え合おう 」を解決するために調べたりまとめたり。
の学習課題を設定する。 してきたことを確認する。

・自分の考えを広げたり深めたりするためにどんな活動
をしたらよいか問いかけて、今までの学習において友
達と考えを交流したことでいろいろな考えを知ること

、 。ができたことを想起させ 本時の学習課題を設定する

＜課題の追究＞ ２０
２ 考えを交流する。 分
○友達の交流シートを見て、考えを
聞いてみたい人のところへ行き、
考えを聞く。

○聞いたことをメモする。

考えを広げたり深めたりする工夫

○それぞれの考えが視覚的に分かりやすく、児童が主

体的に意見交流できるように、端的に記した自分の

「 」考えとその根拠となる資料を添付した 交流シート

を持って交流する活動を行う。

［予想される児童の考え］

・私はこの戦争から、戦争はたくさんの人が

亡くなってしまうのでもうやってはいけない

ものだということを学びました。

（戦争で犠牲になったアジアの人々のグラフ、

沖縄の被害のグラフ、空襲による被害の図）

・私はこの戦争から、戦争のない今の平和な

世の中のすばらしさを学びました。

（配給の写真、集団疎開の写真、原爆の写真）

［学習課題 「１５年にわたる戦争から私たちはどのようなことを学んだか、友達と考えを伝え合］

って、もう一度自分の考えをもとう 」。

【本時の視点】

○考えを交流する場面で、調べた事や考えたことを書いたノートや根拠となる資料をもとに交流する活

動を取り入れたことは、追究してきたことを使って根拠を明らかにしながら自分の考えを説明するこ

とに有効であったか。

○考えを交流する場面で、選択した資料と端的な自分の考えを表した「交流シート」を使って考えを伝

え合う活動を取り入れたことは、１５年にわたる戦争の意味についてよりよい考えを見いだし、より

広い視野から自分の考えをもつことに有効であったか。
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○自分の考えを相手に説明する。

・原稿の読み合いにならないように発表原稿は用意させ
ず、交流シートに示したキーワードと資料を使って交
流させるようにする。

・交流する際の人数は、主体的で活発な意見交流ができ
るよう一人対一人だけでなく、一人対複数や複数対複
数でもよいことを伝える。

・他者の考えが深く理解できるよう、聞き終わった後に
疑問に思ったことやさらに詳しく聞きたいことなどを
質問させるようにする。

・教師は事前に児童一人一人の考えを把握しておき、児
童がさまざまな考えの児童と交流できるよう声かけを
していく。

◎積極的に交流ができない児童には、普段の人間関係か
ら交流しやすい児童を紹介したり、複数で交流するよ
う促したりする。

◎自分と似た考えの友達や仲の良い友達だけと交流をし
ている児童には、さまざまな考えを知るために自分の
考えとは異なりそうな友達を見つけて交流するよう促
す。

○すすんで交流を行っている児童には、誰のどのような
考えに共感ができたかメモにアンダーラインを引かせ
るなどして、情報を整理して次の活動につなげていく
よう促す。

３ 他者の考えを聞いて、自分の考 １５
えを再構成する。 分

・他者の考えを参考にして自分の考えを広げたり深めた
りして再構成できるよう、ワークシートに書いたメモ
を参考にしながら記述するよう伝える。

◎相手が提示した資料や聞き取ったメモの中から参考に
なったものを、自分の記述に付け足して記述するよう
促す。

〇交流した中から、自分とは異なる考えを参考にして、
課題に対して改めてどのような考えになったか記述す
るよう促す。

◇意見交流をもとに、視野を広げて再構成した新たな
自分の考えを記述している。
（ワークシート 【思考・判断・表現】）

＜本時のまとめ＞ ７ ・学級全体に広い視野から１５年にわたる戦争について
４ 本時の学習を振り返り、学習の 分 の考えが共有できるよう、意図的な指名をして発表す
まとめをする。 る場を取り入れる。

・この後、日本はどのような国づくりを目指していった

考えを広げたり深めたりする工夫

○意見交流によって広げ深められた考えを再構成する

活動を取り入れる。

既習事項の活用の工夫

○根拠をもとに詳しく説明したり質問に答えられたり

できるように、ノートや必要な資料を持って交流す

る活動を行う。
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と思うか尋ね、日本が民主的で平和的な国家を目指し
ていくことを予想できるようにする。

９ 板書計画

（表れてほしい児童の意識）

１５年にわたる戦争は、日本やアジア

などで、多くの人たちが苦しんだり亡くな

ったりした戦争だった。このような戦争をも

うしてはいけないということを、私たちは学

んだ。

（木）アジア・太平洋に広がる戦争11/10

１５年にわたる戦争から私たちはどのようなことを学んだか、友達と考えを伝え合って、もう一度自分の考えをもとう。

〇友達と考えを交流する

２０分

↓

〇もう一度自分の考えを書く

１０分

↓

〇全体で発表

まとめ

１５年にわたる戦争は、

日本やアジアなどで多くの

人たちが苦しんだり亡くなっ

たりした戦争だった。このよ

うな戦争をもうしてはいけな

いということを、私たちは学

んだ。

単元を貫く学習課題「単元を貫く学習課題「１５年にわたる

戦争がどんな戦争だったか調べ、この戦争から学んだこと

を伝え合おう。」

自分の考え

「 」

その根拠となる資料

② ③①


